
令和５年度の公民館事業に臨むこと
＜事前集約分＞

公民館の企画実施について 公民館の管理運営について その他
（公民館の利用に関すること） （公民館に期待すること地域課題など）

 現状が良い 地域高齢者が安心して集まれる場所の提供

令和５年度の公民館事業に臨むこと
＜当日の意見＞

公民館の企画実施について 公民館の管理運営について その他
（公民館の利用に関すること） （公民館に期待すること地域課題など）

 シニア大学で多くの学びを得て，充実した生活を
送ることができました。感謝申し上げます。

 旭川市民の憩の場として，老若男女が集える場が
ほいしいと思います。                                        
コロナ禍で人との繋がりが壊されました。                                                                                                    
今後，町の中心部に人々の集まる施設があれば良い
と感じます。                                                                        

 ウィズコロナの時代を迎え，未だ中止になる事業
はあるものの，多くの企画が進んでおり，事業が活
性化さていると感じます。

 社会教育の拠点としての機能を果たしていると感
じます。ただ，旭川市の財政的な課題もあり，今
後，この機能をどのように維持していくか，しっか
りと協議していく必要があると思います。

１，市民委員会，まち協に加えて，地域学校協働活
動がスタートしています。                                                                                                    
組織が並立的に，または重層的に増えていく中で，
それを担う人材をどう確保するか，どこかで立ち止
まって，市全体で整理していく必要がありそうで
す。

２，ネパールの学校に一行ったとき，夜は大人の学
習会や会議をする公民館になっていました。カナダ
の学校に行ったとき，学校と公民館と動物園が一つ
になっていました。海外の情報をもとに，旭川を考
えるのもよいと思います。フィンランドはどうなの
か・・・

 町内会活性化事業の一環として，スマホアプリに
町内会，回覧板，緊急のお知らせ等の設定を令和５
年度に旭川市は考えていますので，アプリの設定と
使い方の講座をぜひ設けて欲しい。                                                                                          
特に高齢者の方を対象に！！
 子育て，青少年，シニアあらゆる世代にとって公
民館は，学び，そして人と人との結び，交流の場と
して，なくてはならないものなので，ウィズコロナ
感染対策を徹底し，今後も魅力的なイベント講座を
実施していただきたい。

 百寿，シニア大学は人気も高く，様々なサークル
もあり，充実していると聞いている。講座について
は毎年同じ講座が目立つので，参加人数の多い講座
は他の施設でも実施する等，施設間の情報共有が必
要と思う。

 新型コロナの蔓延により，なかなか外出できず，
孤独をかかえる人が多くなる中，公民館事業はこれ
からの高齢化社会には必要不可欠なものだと思うの
で，是非，継続していただきたい。

 SDGsへの取組を支援するような企画があればよい
と思います。

 インターネット環境の改善とウェビナーの活用が
必要だと思います。

 地域の課題を見つけそれらのへの取組を支援する
場になって欲しいと思います。

 事業で作成した作品や活動写真パネル等は，それぞれの
館で展示されていると思いますが，近隣の金融機関や商業
施設内のスペースをお借りして展示を行うことも，公民館
活動の発信や参加者の活動意欲向上に繋がるのではと思い
ました。

 夏場の空調施設の整備や一層のトイレの洋式化を進めて
はどうかと感じております。

  地域の方々に公民館の内側的な心和むような発信をする
ことによって，身近で親しみのある施設となって欲しい。
自分の車や公共交通機関をできなくなった高齢者が事業に
参加できなくなることに懸念を持っております。

 災害地域の近隣公民館に，駐車場の提供や休憩所の提供
など災害ボランティアセンターのサテライト的な拠点とな
準備をしていただけないかと思っております。次に「引き
こもり」の方と家族には聴かれたくない話があるケースも
あり，空いている部屋を少しだけタイムリーに相談場所と
して使わせていただけたいという声が現場から上がってお
ります。最後になりますが，多くの障害者の就労継続支援
事業所の手作りの物を展示会や販売会をするなど，障害者
の支援という視点から活用できたらと考えております。

  子どもの工作ですとか陶芸教室がありますが，造形活動
は幼稚園や保育所においても，ダイナミックになってきて
いて，旭川市内で習い事として工作教室や他施設で行って
いますが，なかなか参加できない状況であり，公民館でカ
バーすることができないかと思っている。陶芸など家庭で
はできないものは需要が高く，道具の使い方であるとか，
使ったことのない資材を使った活動を子ども達にさせてあ
げたく，そういったニーズがあるので人が集まるのではな
いかと思いました。

 子育てサロンのように公民館事業を企画する際に，地域
の多くの団体と連携することを大切にすることが，新たな
沢山の効果を生むものだと思います。

 少子化の中で小中学生の不登校は，２０万人と増えてい
ます。公民館の場所と機能を活用できないのかと，また，
さまざまな高齢者が集まる場所として，公民館が機能を果
たせないのかと思いました。


